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究機構について検討 Lてきた｡去る6月 15- 15日,名古屋大学 プラズマ
研究所で賄かれた物理科学綜合研究機構 シンポジウムの議論をもとK して ,
綜 合研究機構Fl関する試案がまとめられ ,10月10日の物理学研究連絡委
員会で検討 された｡物理学研究連絡委員会では ,この案をこの委員会か らの
-中間額告として ,10月25-25日の日本学術会議綜合資料の一つに加 え
て出す ことVLLたoまた今後 これをもとVL,物理学に限らず ,他の研究分野
FLおいても広く検討 され ,来年 4月総会vL綜合研究機構K関する提案がなさ
れることが期待 されている.中間報告として提出された議案はつぎのような












ろあるが ,その中で二つの点を取 り上げてみるO-つは ,学問の分化と
それvL伴なってお こる綜合という現象である｡
小 さくさま同じ研究分野でのいろいろの統派 (ふつう ,スクー,i/といわLれ





もう-1つり要因として ,研究規模の拡大ということが挙げ られると思 う｡
これは前野要因と切離 しては考えられないことではあるが ,現象的には ,巨
大装置が必要であるとか ,全国的な研究者の組織が必要であるとかいう形で
現われてきている｡
この二つの面か らだけ考えても ,従来の大学の研究華単位の研究方鑑は ,
それだけでは ,学問の進化ない しは研究者の要求紅満足な解答を与えるもの
でない といってよいであろう｡研究組織 と･して ,大学 というものが ,本来そ




ためは ,こういう事情vL基づ くものであったo共同利用所の経験骨 も取入れ














4. この機構は科学研究費の配分を行 う C 科学研究費はプロジェク ト研 究





1. この機構は全国の.研究者により自主的VL運営きれ るものであるo Lた
がって本機構K関係 して国公私立大学 ,研究機関の間E,こ差別をつけては
ならない0
2. この機構は大学の果 し得ない機能を果すもめで ,これを補 うものであ


















成 される｡一応50名程度で構成 されるものとするQ 共同研究長











な く分室のあつ まりだけのものは-嚢なき研究所 -とよばれ るs 又物理学
の研究のうちいづれかの共同研究所E,7_属 さないもの ,叉は共Ffl研究所の
傘 下私おくのが適当でないもtf:出 すぺて課題研究室とするO課題研究室
を まとめる機関を ]軍'(仮称 圭とする｡
共同研究所運営委員会をおく,こかは各研究所ごとE･Lおき ,全国の研
究者から選ばれたものと ,色汗究所,n所員で構成さFT7,研究所VL関しては











e -Ⅹ:共同研究所を持たない分野の分室の設置 ,予算 ,人事などを取扱






綜合研究機構は研究者の秦成を行 うが ,かならずLも大学院学生をお く
と考 えているわけではない? これ紅ついては二つの考え方があるo




h 大学EK.準ずるものK L`ようとすれば ,大学院学生がいることが必要で










d 装置は総合研究機構Fl属し , 予算はすべて総合研究機構を通 じて配布
され る. -
e ,g.限終了後原則として装置その他は撤去するQ
f 分室は共同研究所の分室で課題研究室はいづれの共同研究所にも属さ
ない分野のものでⅩvTL属するものである｡
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